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第18回上信越 神 経 病 理 懇 談 会 記 録

日時 平成4(1992)年11月21日 (土)

場所 新潟大学医学部第 1実習室

御挨拶 生 田 房 弘 (新潟入学脳研究所 実験神経病理学部門〕

1975年の水 f･_Eこ始まった第1回かil='.17年が過ぎ,

私共はここに第18回懇談会を迎えることができました.

遠慮戴く程.各地から多数の演頓申込を戴き.ここに16

題を勉強とIJ,来ますことは誠に喜ばしいことで糸車fす.

しかも.自由に活発に愚 兄を交換 し合うとい･-1当初の

心は今も変ること克く､次々に若し､研究者がこLT)会に参

加され-J~)ーうありますことは,何よりも嬉 しい限･r)でJちE)

ます.

明年は信州大学tT)お世話で,第19lljlが松本で開催戟(千

ることとなりました.感謝申しあげ.皆でそ(JM]を楽 し

みに療り渡しょう.

1.頭蓋内germ cell tumorにおけるがん抑制遺伝子p53の変異の検索

目的 :頭蓋内 ge11¶Celltumoriこおけるがん抑制遺

伝子 p53C')変異の有無を知る目的で PCR-SSCP法及

び Sequencirlg法を行った.

方法 :頭蓋内 hlerm Celltumor7例 日南理診断 :

gcrminoma2例,広義 embITOnalcareinoma4例,

immatureteratomawithembryonalcarcin()mal例,

年齢:6例 8才L-19才,1例 40才,性 :男 6例,女 1

例)から r)NA を G(℃lzi-L)(')方法iこ準 して paraffin切

片か!T)抽出,精製 した.対照には胎盤 DNA を用いた.

p53遺伝子の検索は Exon5か L̀-'8までを対象とし,

それぞれの Exonの隣接 Intron内に primerを設定

し,PCR にて増幅後,SSCPを行った.SSCP検索に

よって.t}andの移動度の変化が認められた症例は dideoxy

法で Sequeneeanalysisを行った.

結果:7例中2例 Lembryonalcarcinoma,geminomal
では SSCP法で bandの移動度の変化が Exon5iこ.

また2倒 しembryonalcarcinoma)では Exon6に認
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i])1､-'かた.それぞ才./ご塩湖 己列の変化も確認さIlた (秦),

さ闘ここれらの内の3例の embryonalcarcinomaで

は Exon8にも変化が推定された.

まとめ :PCRISSCP Ll:_Sequencing法LT)検索結果

かL'･-.頭蓋内 geI･m CelltumorcT)発癌には p53の過

伝f-の変興が深 く関与するもL7)と思われた.

〔質 問〕

中島 孝 し群大第二病理) (ilp-53immunohist(忙he-

うか?

② primet･J~)designは独自に行一､たものか,それと

も国立がんセンヤーの方法と同 じか?

〔解 答〕

漏 雪蓮 (新大脳研神病) ① 免疫染色は行いました

が,剖検例であるために固定時間が長いためかいずれの
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表

症例 PCR-SSCP 塩基変異 アミノ酸置換
ES E6E7EB codOn 成x(川う nt

Fl

F2 - + - + intmn5 AG-サAAND (8) (splicesignaーの変化)

F3

F4 + - - - 161 し5十 AAG- ĜG Lys-ケA.r欝

F5 十 - - 十 176 LS十 T G (1--TND (8) Cys--Phe

F6 - 十 - + intron5 A G --八人ND (8) (splieesi好ma且の変化)

ti37

Fl:il1111lEltureterこItOmこ.lWithHllhr･yonalct,lrCinomil,
F2∴1,5,6:embryOnali-art,iIl｡ma.F4.I:gPr111inorllLl
+:移動度の変化が認められたもの

-:移動度の変化が認められなかったもの

Nl~):検索中

症例でも明白な結果は得られませんでしたので SSCPと ② primerは国立がん救ソタ-の配列を参考にして作

の対応性の検討はできませんでした. 製致しました.

盟. 若年発症 欝丑量¢m級における p53遺伝子 突 然 変 異 の 解 析

張 瀬靖.漏 雪蓮.古閑比佐志.市川 富夫

阿部 聴,熊西 敏郎
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近年.態々のヒト(T)が人において.がん抑制遇伝千 p53

の変異が高頻度をこ見られることが次第に明らかになりつ

つある.我々は,種々の脳腫癌の p53遺伝子変異の検

索を進めつつあり,藍ユiomaでは,その約30%以上をこ変

異を検出しているが,本研究では若年発症例 (5歳～21

逮)6例,成人例 (32歳～48歳)3例を対象に p53遺

伝子の解析を PGR-SSCP法を用いて行った.

病理診断は.いずれも anaplirjtiegli川11こlであった_

DNA の抽出は Goelz等の方法に準して parLTlffin切片

DNA (生組織)を用いた.I:)l･imel･を p53適伝 TL')高

射果存領域である Exon5,6,7.8LT)外側の Intl･on内

に設定 し.VCR-SSCIJ法を行った.PCR-SSelつと移

動度の変化が認ムf)rrわた例では dideoxさ,法で sequence

analysisを行った.

そLTl結果.成人例3例1111例に PCR-SSCP r･,移動

度の異なる bandが Exom5をこ認められた.他のま例
では F.xon8に変化が推定された.若年例6†町fTl)例

では Exon5に,他の1例では Exon6をこ変化が測定

された,これらのうち成人例1例,若年例2例では塩基

配列の変化を確認した (寮).

以上予比較的少数の検索例数ではあるが,若年発症

尿1iomaにもp53遺伝子変異の関与が示唆された.

E:質 問〕

中里洋一 (群大第･一病理) ホ′Lてりン同定ぺニラ7(

ン包埋t･')組織かlL-I)NA を抽出した場合.PCRISSCP

で陰性となった例は p53遺伝子の mutationがないと

考えてよ/lLL､でしょうか.


